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病棟向け緊急用医薬品の 標準化と トレー

　　　　　交換方式による供給管理
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　We 　developed 　a　novel 　management 　system 　for　inpatient　emergency 　medicines 　using 　a　tray　exchange 　system 　for　their　de−

livery．　A 　major 　feature　of 　the　system 　is　that　the　emergency 　medicines 　in　it　have　beell　standardized 　through 　the　selection 　of

alimitcd 　number 　of 　repre9．　entative 　injections　and 　oral　drugss（280f 　the　former　and 　30f 　the　latter）for　all　wards 　in　our 　hospi−

tal．　These 　medicines 　are　placed　oll　trays 　in　the　phannaceutical　department，　 and 　then　delivered　by　me 跏 s　of　a　tray　exchangc

system ．　The 晦 s　with 　medicines 鍵 e　placed　on 　a ロolley 　located　in　each 　w 訂 d，　and 】ater　truys　return 　to　the　pharmaceutical
depaltment　with 　prcscriptions　 written 　 on 　a　spccial 　form　we 　developed．　Through　 a　questionnaire　 survey 　of 　ward 　 sIaff，　 we

discovered　that　the　use 　of 　the　m 跏 agement 　system 　had　resulted 　jll　 a　decrease　ln　the　frequency　of 　medicines 　not 　recordcd 　oD

prescriptions　from　9．4％ to　5．8　 as　well 　as　drop　in　taking　 medicines 　in　error ．　It　is　therefore　expected 　t⊂〕 be　useful 　in　drug

supPly 　management ．
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緒 言

　医療機関 における 医薬晶管理 の あ り方が ，医療の 質 の

向上 と合理的な経営 の 両面か ら論議され て お り，薬剤師

に は，専門的知識 と技術 を も っ て ，最 も理 想 的 な形 で 医

薬 品管理業務 を遂行し，医薬品 の 適 正使用 を推進す る こ

と が 付 託 さ れ て い る と考 え られ て い る，病棟 で の 薬 剤師

の 活動が定着 しつ つ ある 現在で は
， 医薬品管理業務 の 活

動範囲が病棟 に まで 及 ん で い る こ と につ い て はい まさら

＊
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論 じ る ま で もな い が ，病棟 にお ける 医薬品供給管理 シ ス

テ ム を構築 す る 際 に は，実際 に 利用 す る 医師，看護師の

業務 へ の 影響 を勘案 しな け れ ば な らな い
ll．

　さ て，神戸大学医学部附 属病 院（以 卜
．
，当院 と略す）で

は，医薬品の 適 正使用 の 推進を日 的と して ，医師，看護

師 ら との 度重 な る 協議 の 末，平 成 13年 10 月，原 則 と し

て ，一
般病棟へ の 医薬品の 定数配置 を廃止す る こ とを取

り決 め た．こ の 際，患者容態急変時 の 救命等 の 処置 に必

要 な 医薬品（以 ド，緊急用医薬品 と略す）に つ い て は 例外

と し，医薬品供給管理 シ ス テ ム の 構築が 課題 と して 残 さ

れ た，わ れ わ れ は，病棟 に お け る医薬品供給管理 シ ス テ

ム と して，緊急用医薬品 の 内容を標準化す る こ と を 前提

に，病棟用救急 カ ートを利用 した トレー
交換方式 の 導入

を提案 し，
．・
部 の 病棟 で の 試行 的 運 用 を経て，本報告に

あ る 形 に 収束させ た．本研究 で は， ヒ記の シ ス テ ム につ

い て
， 医薬品供給管理の 面 か ら 評価を行 っ た 。

方 法

1． 病棟 用 救急 カートを利 用 し た トレ ー
交換方式に よ る

緊急用医薬品の 供給管理 シス テ ム の構築

　緊急用 医薬 品 の 内容 は ，医 師 な ら び に看 護 師 と協議 し

て 決定 した （結果 の 項 で 詳述）．サ カ セ 化学工 業株式会社

製（CUA 　3−A　O22　ESL ）の 病棟用救急 カ
ー

トを利用 し，こ

れ に装着可 能な ト レ
ーを緊急用医薬品の 配置用 と し た．

また，収 納 ・搬 送 用 台 車 と して ，サ カセ 化学 工 業株式会

社製（CUA 　3−2440　K ）の台車1 台 を利用 し た．な お，病棟

用救急 カ
ー

トならび に収納 ・搬送用台車に つ い て は，い

ず れ も施錠可能 と し た ．

　運用対象 は，精神科病棟 なら び に 周産母了
・
セ ン タ

ー
を

含 む 18病棟 （以 下，　
一
般病棟 と略す）と し，集中治療室

（ICU ）は，専任薬剤師の 管理 下 とす る た め 運 用対象 か ら

除 外 した ．運用 開始は，平成 14年 2 月（新病棟 へ の 移転

時）と した．

2．処 方せ ん 記載忘れ の 頻度算出

　緊急用医薬品に 関す る処方せ ん記載忘れ の 発生 頻度 は

次式を用 い て算出 した．な お，式中の 処方せ ん 記載忘れ

の 件数 は 病 棟 単 位 で 集 計 した．

処 方せ ん記 載忘れ の 発 生 頻度（％ ）＝

　　処方せ ん 記載忘 れ の 件数
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 × 100
　　　　全処方せ ん 枚数

3．本供給管理 シス テ ム に 関す る ア ン ケート調査

　木供給管理 シ ス テ ム に つ い て ，そ の 有用 性 を評 価す る

目的で ，運用対象病棟 に対す る ア ン ケ
ー

ト調査を実施 し

たCド成 16年 ll月），方法 は 質問用紙 に よ り，病棟単位

医療薬学 Vol ．3．　3，　Ne ．5（2007 ）

の 意見を集計す る形式 と した．

結 果

1． 緊急用医薬品 の 内容の 標準化

　最 初 に ，患 者 の 容態急変 を 比 較的 生 じや す い 病棟（心

臓 血管外科や 循環器内科 な ど）にお け る 緊急時 の 医薬 品

使用実績を調査 した．得られ た 結果 を各診療科 の 医師 な

らび に看護師 と協 議 の 上 ，緊 急 用 医 薬 品 の 内容 の 原 案 を

作成 した．一
部 の 病棟 に て，定数配 署を行い ，試行的運

用 を 実施 し，原案 の 妥当性 に つ い て 評価 し，内容 の 再調

整 を行 っ た。そ の 結果，緊急用医薬品 と して ，表 1 に 示

す 35 種類 の 注射薬 と数量 を決定 した．こ れ らよ り， ト

レーへ の 実装が 困難 な輸液類 や 施錠管理 を必要 とする 薬

剤（ソ リ ュ
ーゲ ン   F〔ア イ ロ ム 製薬（株）），ソ ル ラ ク ト 

（テ

ル モ （株）），注射用蒸留水，メ イ ロ ン   7％〔（株）大塚 製薬

工 場 ），ミ リ ス ロ ール  
（日 本化薬（株）），ペ ン タ ジ ン  

（三

共（株）），ラボ ナ
ー

ル
 

（田 辺 製薬（株）））を除 き，最 終的 に 28

種類 を本供給管理 シ ス テ ム の 対象と した ．なお，トレー

表 L 緊急用 医薬 品一覧

薬 品 名 規格 ・単位 数 量

　 リドカ イン 1？i

　 キシ ロ カイン
脚 2％

　 ア レ ビア チ ン
 

　 ドミニ ン
ao

　 ドブ トレ ッ クス
 

　 ’tt　“’　　 　 〔Lt
、

　 ソ コ γ ン

　 セ レ ネース
tc’

　 ノル ア ドリナ リン
画

　 フェノバ ー
ル

OO

　 ブス コ パ ン
 

　 プ ロ タノ
・一

ル
鳴 一L

　 ニ カル ピン
〔ltI

　 ボ ス ミン
lb

　 硫酸 ア トロ ピン

　 ワソラン

「
Lt”

　 ブドウ糖 液 50％

　 ア ミサリン
＠

　 塩化 カル シ ウム 2E，o
　 生理 食 塩 液

　 生理 食塩液

　 セ ル シ ン
媒

　 ソ」レ
・メド卩

一
ノレ

ae

　 ソ ノレ
・
メド卩

一
ノレ

賦

　 ネオ フ 拶 ン
u［：

　 ヘ パ リン ナ トリウム

　 ラシ ッ クズ
15

　 ブリン ペ ラン
 

　 メチ ロ ン
．愚．

※ ゾ リューゲ ン
WF

※ ソル ラクト
 

※ 注射 用 蒸留水

X メイロ ン
x・7跖

※ ミリス V 一ル  

※ ペ ン タジン
X

※ ラボ ナ
ー

ル
／’C

200mg ／20mL

lOOmg！5mL
25〔〕mg 〆5n11、
ユ00mg 〆5rn1、
1DOrng〆5mL
O．25mg 〆1mL

5rng〆lmLlmg

〆1mi，
100皿 9〆lmL
20mgflmi 、
0．2m9 ／1mL

10mgflOmL
lmg 〆lmLO

．5mg ！1mL

5mg〆2mL20mLlOOmg

／lmL

20mLlOOmL20mLlOmg

／2mL500

皿 glOOOm9250

皿 gflO 皿 L

5000 単位

20皿 9〆2mLlOm9

，／2mi、
250mgAmL

500mL、
500mL
「
oOOmL250mL25

皿 gf50mL
15mg／11nL300mg

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

O
　

　

　

　

　

　

　

O

331633331335

正

3333331333135335111131

※　トレ
ー一への 実装が 困難または 管理 ［

．
の 問題 が あるた め ，病棟へ定数配 置 し，

　 病棟 殉 当薬 剤 師な らび に看
．
護師 が管 理 を担 当 して い る，
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A ）薬剤部 ・病棟 問 の 搬 送

　 　 　 薬剤 部
「
一一1−一一一

　
一一幽一一一一一一一一一一一

　
一「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

3　 収 納
・
搬送 用台車 　　 3

1

病 棟

　　　　’th　　 け　　　　
野鵬甲韻　婦曝 蠱

聾

　 　   鞭解
　　’w　　un　w

　 　 　　 　

齢籌 。 縛　　”　w　　
藤蠡　 轟　　e 畢辱

 

　 　 　 　 　 　 「一一一一一一一一一一一一一一■一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1
　 　 　 　 　 　 　　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　
　 　 　 　 　 　 3　 収納

・
搬 送用台車　 　　　　　 　　　　　 1

÷紳嗜 畿幽 蕪 i
　 　 　　　　　　　　　　 コ　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　
耀嘩 繍 驪 攤 噸 嬲 雛1、≡≡1　　　 総liill　 i　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　 　 1　   　 　I　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　 l
　 　 　　 　　　　 　　　　 　　 　　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　
　　3　　　 1　　　　　　　　　　　　　   　　　l
　 　 I　　　　　　　　　　　　 I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

  収納 ・搬送用台車 を薬剤部 か ら各病棟 へ 巡 同搬送す る（乍前 9 峙
・
平 円）．

  救急 カ
ー

ト内 に使用 済み トレ ーと，台車内 の 充填 済み トレ ーとを入 れ換 える．
  薬品使用貼，処力せ ん は ト レ

ー
へ 入 れ る．

  収 納 ・搬送用台車 を薬剤部 へ 返送す る ，
  処 方せ ん と使用済み 薬品 の 照 合を行い ，翌 凵分 の 充 填済 み トレ ー

を準備す る．

B ）収納 ・搬送用台車

図 L 緊急 用医薬 品 トレ
ー

交換 方式 の 運用

に 実装 し ない 7 種類 は，病棟 へ 定数 を 配置（ペ ン タ ジ ン

に つ い て は 施錠管理 ）し，病棟担当薬剤師 な ら び に 看護

師が 定期的 に 数量等を確認 して 管理 す る こ と と した．

2， 本 供 給 管理 シ ス テ ム の 構築

　本供給管理 シ ス テ ム の 概略 を図 1 に 示 した．緊急用医

薬品を トレ
ー

に充填 し（図 2），収納
・
搬送用台車 に 装着

した，収納
・
搬送 用 台車 を病 棟 に 搬送 し，病棟 に 常在 し

て あ る 救急 カ
ートに 充填済 み ト レ ーを 装 着 し た．こ の

際，使 用 済み トレーを回収 し，収納 ・搬送用台車で薬剤

部 に 返送 し，使用 済み の 薬品を補充 した ．こ の 際 ，緊 急

用医薬 品 の 使 用 時 に 記 載 さ れ た処 方 せ ん を使 用済 み ト

レ
ー

内 に 収納す る よ うに 運 用 を 取 り決 め た．こ れ に よ

り，緊急用医薬品の 使用量 と処 方 せ ん記 載 内容 の 効率的

な照合が 可 能 と な っ た．

3． 本供給管理 シ ス テ ム の 問題点と対策

　本供給管理 シ ス テ ム の 導入 当初 ，緊急用医薬品 を取 り

違 え る イ ン シ デ ン トが 発生 した．また，于書用 の 入院注

射
．
薬 処方せ ん を利用 して い た もの の ，緊急時 の 処方せ ん

記載が負担 で あ る，な どの 意見が 寄せ られ，そ れ を反 映

す る 格好 で ，処 方 せ ん記載忘れ が 頻繁 に 起 こ っ た ．さ ら

に は，病棟 ス タ ッ フ 数 が 減少す る夜問 に 必要 とな る
一

部

の 内服薬 に つ い て も，本供給管理 シ ス テ ム を利用 した い

とい う強 い 要望 が 寄せ ら れ た ．以 上 の 3 つ の 大 きな 問 題

図 2，緊急用 医薬 品 トレ
ー

と医薬 品 の 配 置

点 に対 して，以 下 の 対
．
策 を講 じた．

　 1）取 り違え対 策

　劇薬 を 区別 して 配置する と と もに，外観が 類似 した 医

薬 品（例 ：ラ シ ッ ク ス
 

（サ ノ フ ィ
・ア ベ ン テ ィ ス 〔株））と

プ リ ン ベ ラ ン （H）
（ア ス テ ラ ス 製薬（株 ）））の 配 置 を 工 夫 し

た ．以 後 ，取 り違 え に 起 因 す る イ ン シ デ ン トは 発生 しな

か っ た．

　2） 処 方せ ん 記載忘れ 対策

　 図 3 に 示す よ うな本供給管理 シ ス テ ム 專用 の 「入 院注

射薬処方 せ ん（救急 カ
ー

ト配謂薬専 用 ）k以下，専 用 処 方

せ ん と略 す ）を作成 し，平成 16 年 8 月 よ り運用 を開始 し

た．専用処方せ ん は複写式（4 枚 ：薬剤部用，医事課用，

薬剤添付 用 ，病棟 用 ）と し，医薬 品名称，規格単位お よ
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…入 院注射薬処方箋 （救急カ ー
ト配 置薬専用 ）

…
旨　　　 ＊ 緊急使用 に限 り使用できます。
…
1　 処方日　　平 成 　　　年 　　　 月　　　 目

診療科 医師

薬剤師

薬 品名⊂成分名．商 品名） 単　 位 定数 処　 方 　 数

輸 ソリュ
ーゲン F 500ml 5

輸 ソルラ クト 500mI 1

輸 注射用蒸留 水 500mI 1

輸 メイロン 250mI 1

劇 1％ リドカイン 注 （局所 麻酔剤） 20mI 3

劇 2％ キシロカイン静 注用 5mI 3
劇 アレビアチ ン 250mg ／5mI1

劇 塩酸ドパミン （ドミニ ン） 100mg 6

劇 塩酸ドブタミン （ドブトレ ックス ） 10Dmg 3

劇
噛「・噛
ソ コ ソ ン 0．25mg3

劇 セ レネース 5mg ／ 1mI3

劇 ノル ア ドリナ リン 1mg 3

劇
　　　，
フ ェ ノ ハ

ー
ル 100mg ／ 1mI1

劇 プス コ パン 1mI 3

劇 プロタノ
ー

ル L 0．2mg ／ 1mI3

劇 塩酸二 力ル ジピン （ニカル ピン） 10mg ／ 10mI5

劇 ボス ミン 1mg 10

劇 硫酸アトロピン O．5mg 3

劇 ワソラン 5mg 3

50 ％ ブドウ糖液 20mI 3

アミサリン 1QOmg 3

塩化カルシウム 20mI 3

生理食塩水 100m1 3

生理食 塩水 20mI 10

セルシン 2mI 3

ソルメドロ ール 500mg 3

ソル メドロール 1000mg3

ネオフィリン 1Qml 1

ヘ パ リンナトリウム 500 〔｝単位 3

ラシックス 2mI 5

プリンペ ラン 2mI 3

メチ ロ ン 1mI 3

劇 ミリス ロ ール 50mi 1

劇 ペ ンタジン 15mg 3

劇 ラボナール 300mg 1

神戸大学医学 部附属病院 （病 棟用）

図 3．緊急用医薬品使用時の 専．用処 方せ ん

び定数が あ ら か じ め 印字 さ れ て い る，患 者情 報 は エ ン ボ

ス 加工 され た診察券 の 情報 を 電動 イ ン プ リ ン ターで 印字

す る形式 と した．この こ とに よ り，医師は 処方量 の み を

記人 す る こ と で 処 方 記
．
載 を完 了 す る こ とが 可 能 とな り，

病棟 ス タ ッ フ の 作業が
．
最 小 限 に な る よ うに 工 夫 した，そ

こ で 専用 処方せ ん の 導入前後 1 ヵ 月間の 処方せ ん記載忘

れ を調 査 した と こ ろ，専用処方せ ん の 導入 1カ 月前 は，

全処方せ ん 枚数 446，処方せ ん 記 載 忘 れ件 数 が 42 （9．4 ％ ）

で あ っ た の に 対 し，導 人 1 カ 月後は，お の お の 553，3．　2（5．8

％ ）とな り，処方せ ん 記 載忘 れ が 減少 す る こ とが 確認 さ

れ た（図 4）．

　3）内服 薬 剤 の 追加

　緩 下 剤，非ス テ ロ イ ド抗炎症 剤 な ら び に 睡 眠 導．入 剤 の

要望 が 多 か っ た が，緊急医薬 品 の 内容を標準化 した際 と

同様 に 医師な ら び に看護師 と 協議 の ．ヒ，最終的 に プ ル ゼ

　 　 10

笙・

餐・

（％）420

9．4％

導人 前 導入後

図 4．専用 処 方せ ん 導入 1 カ 月前 と 1 カ 月

　　　後に お ける記載 忘 れ発 生 頻度の 比 較

ニ ド
 
錠（ノ バ ル テ ィ ス 　フ ァ

ーマ （株））（12mg ，20 錠），
ア

モ バ ン  
錠（サ ノ フ ィ

・ア ベ ン テ ィ ス （株））（（7．5　mg ，5 錠），

ロ キ ソ ニ ン
 
錠 （三 共 （株））（60　mg ，10錠）に 限定 す る こ と
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で 合意 し，本供給管理 シ ス テ ム に 追加 した．こ れ に よ り，

合計 ヨ1 種類 が 本 シ ス テ ム の 対象 と な っ た ．な お，こ れ

ら 3 種類 に 対 し て は ，当院で 従来 か ら使用 して い る手書

き の 処方せ ん を利用 し，使用期限の 問題 に つ い て は，2

年以 上 の 使用期 限 を 有す る製 品 に 1 回〆年 の 頻度 で
．・

括

交換す る こ と に よ り対応する こ と と した．

4． 本供給管理 シ ス テ ム に 関 す る ア ンケ ート調 査

　本 供 給 管 理 シ ス テ ム に 関す る ア ン ケート調査 の 結果 を

図 5 に示 した．回収率 は 100％ で あ っ た，トレー
交換時

刻 に つ い て は，18 病 棟 中 16病 棟 （88％ ）に お い て
， 適当

で あ る
，

と の 回答 を得た．医薬品 の 配置 に つ い て は，17

病棟（94％）で ，問題な し，との 回答 を得た．緊急用医薬

品 の 内容 を統
一

す る こ と に つ い て は，16病 棟 （88％ ）か

ら，医療従事者 の 配置替えの 際などに生 じる混乱の 防．IE

に役立 っ て い る，との 回答 を得 た．専用処方せ ん につ い

て は，16病棟（88％ ）に お い て ，記載忘 れ 防 止 に役 立 っ て

い る ，と の 回答 を得 た，内服薬剤の 追加 につ い て は，12

病棟（79％）か ら，病棟業務 が 円滑 に な っ た，との 回答 を

得 た．

（1）緊急用 医 薬品 を配 置 した 医 薬 品 トレ ーは 毎朝9時頃に 搬 送 （4）緊急 用 医薬 品 専 用 の 注 射 薬 処 方 箋 は，記載忘れを防止 す

補助 員が交換して い ます、，交 換時 刻 は 　適当で すか ？ る 目的で，医 薬 品名 をプ レ 印 字 した処 方 箋を使 っ て 頂い て い ま

す t．こ の 処方箋は記 載 忘 れ 防止 に役 立 っ て い ますか ？

　 　

 

  適 当である （16 病棟）

  適 当でない （1病棟）

  わか らない （1病棟）

  その他 （O病棟）

 

  役 立っ て い る （16病棟）

  役 立っ て い な い （0病棟）

  わ か らない （0病棟）

  そ の 他 （2病棟）

（2）医 薬 品 トレ ーに 配置 され た 緊急用 医 薬 品 は 劇 薬や外観の

似 通 っ た 医薬 品を分けて配 置す る工 夫 をして い ます。現状の 配

  2004年8月より内服薬の 配 置 を 開始 しました。内 服薬 が加 わ

ることで 業務が 円滑 に進 む ようにな りましたか ？

置 で問 題 は ありませ んか ？

  問題なし （17病 棟 ）

  問題あり （0病棟）

  わか らない （0病棟）

  その 他 （1病棟）

 

  7％

  7・
／．

  円 滑 になっ た 〔12病棟）

  円 滑 になっ て い な い 〔1病棟）

  わ からない （1病 棟 〉

  その 他 （1病 棟 ）

無回答（3病棟）

（3＞ 緊急 用 医薬品の 種 類 とカ
ー

ト内 で の 配置 場所は 全病 棟統
一

して い ます。この こ とは 医 療従 事者 の 配 置替 えや患者様 の 転

棟 の 際 に生 じる 混乱 を防止 す るの に役 立って い ますか ？

  12％

  役 立 っ て い る （16病棟）

  役 立 っ て い ない 〔0病棟）

  わ か らな い （2病 棟）

  その 他 （O病 棟）

図 S．緊急用 医薬 晶等 の 運 用 に 関す る ア ン ケ
ー

ト調 査 と その 結 果
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　た だ し，自由意見記載 の 欄 に お い て ，医師 に運 用 を守

る よ うに して もらい た い ，処方せ ん記載忘れ は 医師の 意

識の 問題 で あ る と考 え る，医師の 処 方 せ ん記 載忘 れ が あ

る た め 注意 して い る，な どの 指 摘 が あ り，医師に よ る 運

用 の 徹底 が 課題 と して残 され た．

考 察

　 チ
ー

ム 医療 に おけ る 薬剤師 の 貢献 が 必要 と さ れ て お

り，専門 性 を活か した薬剤師 の 医療活動に大 きな期待が

寄 せ られ て い る
2｝，医薬品管理 に 関 し て は，オーダ

ー
に

応 じて 間違 い な く払 い 出 しす る こ と は もちろ ん，医療機

関 全体 に お け る 医薬 品 の 経済的な管理 を行 うこ と，

また，1矢薬品個 々 に つ い て 使用 期限 や 保管状況 に 細心 の

注意を払 うこ と，加 えて，処方内容 の 薬学的評価，必要

に 応 じて 処 方支援 を行うこ と，さら に は，医師 や看護師

が 取 り違 えを しな い よ うな対策 を講 じる こ と な どが，薬

剤師が 行 うべ き業務 と考え られ て い る恥 ．

　当院 で は，院内 に お い て 使 用 され る 医薬品 に つ い て

は，すべ て
， 薬剤師が 処方せ ん に 基 づ い て 調 剤 し供給す

る こ とが ，医薬品の 適正 使用の 基 本 で あ る とい う認識 に

h
’
r：ち，こ れ ま で の 活動を行 っ て きた．もっ と も医療 を取

り巻 く社 会 的 経 済 的 環 境 は ，こ れ まで も，ま た こ れ か ら

は さら に，上 記の よ うな 認識 に 対 して 寛容 で は な く，薬

剤 師以外 の 医療従事者 との 協力 を前提 に ，業務 体制 を整

備す る こ とが 余儀 な くされ て い る，医薬品管理業務 も例

外 で は な く，今 回 当 院 で は，病 棟 の 新築 と移転 を機 に，
一
般 病棟 へ の 医薬 品 の 定数配置 の 廃．IEを決定 し た も の

の ，緊急 用 医薬品に つ い て は，効率的な供給管理 シ ス テ

ム の 構 築 が 必 要 とな っ た．こ こ で ，緊急 用 医薬 品 の み を

定数配 置 す る こ とが提案 され た が，（i）処方せ ん 記載忘

れ に よ る 保険請求 も れ，（2）医薬 品 使 用 後 の 未充填，（3）

使用期1垠の 確認不 足，（4）病棟看護師に よ る 充填間違 い ，

（5｝医薬品 の 種類 や 配置 場 所 が 病棟 ご と に 異 な る こ と に

よる医療ス タ ッ フ の 混乱 ， などが 懸念 され た こ と か ら，

こ れ らの 問題 が 起 こ り難 い ，本供給管理 シ ス テ ム の 構築

に 至 っ た 。本供給管理 シ ス テ ム の 特徴 は，1）緊急用 医薬

品 の 内容 の 標準化，2）病棟用救急 カ ートを利用 し た ト

レ
ー

交換方式，に 集約 され る．

　医療従事者の 混 乱 を な くす こ と を 目指 して ，緊急用 医

薬品 の 内容 を全病棟共通 と し た．ま た，トレ ー内 の 医薬

品取 り違えに よ る イ ン シ デ ン トが 発牛 した こ とか ら，ト

レ
ー

内 の 劇薬 や外観 が 類似 した 医薬品の 配置 を工 夫 し

た ．そ の 結果 ，現在 に 至 る ま で 院 内 イ ン シ デ ン ト事例 の 発

生報告 は な い ．な お ，寺沢 らの 報告
5〕

に お い て も，6 ヵ 月

間に 報告 され た 調剤過誤 の うち 30 ％ が 類似医薬 品 に起

因す る別 物調 剤 で あ り，類似す る 医薬品の 配 置 に工 夫 を

す る こ とが 防 止策 と して 有効で ある と提案され て い る ．

医療薬学 Vol．33，No ．5（2007）

　 トレ
ー交換方式 の 導人 に よ り，緊急用医薬品 の 効率 的

な供給管理 が 可能 と な っ た ．具体的 に は
， 医薬 品 の 使 用

期限 の 確認 や使用 済み 医薬品の 充填 に 関す る問題点を解

消で きた もの と考えられた，ま た，専用処方せ ん の 導 入

は，図 4 に 示 し た よ うに ，処方せ ん記 載 忘 れ の 防 II二に 有

効で あ っ た，医師が 使用量の み を記載す る 形式へ と工 夫

した結果，その 簡便性 が 記載忘 れ の 減少 に大 きく寄 与し

て い る と考 え られ た．な お，手書 きの 処 方せ ん に は 簡便

性 と能率性 が 重 要で あ る と い う点 に つ い て は
， 澤村 らの

報告
e）に もあ る とお りで あ る．なお，平成 16年 8 月

〜10

月の 3 カ 月間 で ，処 方 せ ん 記 載忘 れ の 対象薬剤 の 総 価 を

算出 した と こ ろ，約 35 ，000 円で ある こ とが 明 らか とな っ

た．導入 以前の デ
ー

タ は存在 しな い も の の ，本方式 の 導

入 に よ り，僅か な が ら 保険請求漏れ 防 ILに よ る病院経営

へ の 寄 与が 認 め られ た．今後，内 服 薬 に つ い て も専用処

方せ ん の 導人 を検討す る必要が あ る もの と考えられ る．

　 こ れ まで は，多くの 場 合 で ，看護師な らび に 病棟担 当

薬剤 師が，定数配 置 し た 医薬品 の 供給管理 を 行 っ て き

た．担当者 の 負担 は 大 きく，確認作業が 不十分 な ケ ース

も散見 さ れ て い た，本供給管理 シ ス テ ム 導入後に お い

て ，薬 剤 師 の 業務 量 を概算 した とこ ろ ，業務 の 平均総所

要時間 は，約 45分／1 日で ある こ とが 判 明 した ．こ の こ

とは ，本供給管理 シ ス テ ム が 効率性 に非常 に優れ て い る

こ と を象徴 し て い る と思 わ れ た．

　 と こ ろ で ，昨今，医薬品の 盗難 が 問題 とな っ て い る．

本 シ ス テ ム で は，病棟用救急 カ
ートな らび に収納 ・搬 送

用 台車 の い ずれ も施錠可能で ある こ と，また，常時施錠

して 運用 して い る こ と，さ らに は，日々 薬 剤師が 使用 を

確認 して い る こ とか ら，医薬 品 の 盗難防止 の 観点 か ら も

有用 な シ ス テ ム で あ る と考え られ る．

　以 上，今 回構 築 し た 緊急用医薬品 の 供給管理 シ ス テ ム

は，緊急 用 医薬 品 の 内容の 標準化，お よ び病 棟 用 救 急 カ
ー

トを利用 した トレ
ー

交換方式 とい う点 で 大 きな特徴を有

して い る ．本供給管理 シ ス テ ム は，医療 ス タ ッ フ の 病棟

配置替 え等 に 伴 う混 乱 の 防 止 お よ び 医薬品の 取 り違 え防

止 を は じめ，処方せ ん 記載忘れ に よ る 保険請求 もれ 防

止 ，医薬 品使用 後 の 未充填防止，使用期 限 の 確認 不 足 防

止 な ど に 有用 か つ 効率的 な シ ス テ ム で あ る と考 えられ

た，今後 も定期的に 本供給管理 シ ス テ ム を見直 し
，

さ ら

に充実 した シ ス テ ム へ 発展 させ た い と考 える．
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